
　

人
骨
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ

の
人
の
系
統
、生
活
様
式
、病
歴
、

社
会
背
景
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
わ
か
り
ま
す
。

　

田
小
屋
野
貝
塚
で
発
掘
さ
れ
た

人
骨
は
、
骨
盤
に
妊
娠
痕
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
女
性
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

つ
が
る
市
の
史
跡
・
亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡
と
田
小
屋
野
貝
塚
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北
を

中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
へ
の
気
運
を
高
め
よ
う
と
、「
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

亀
ヶ
岡
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
３
月
23
日
、
松
の
館
で
開
催
さ
れ
、
約
１
５
０
人
の
市
民
ら
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
で
あ
る
「
つ
が
る
縄
文
の
会
」
の
野
呂
隆
昌
理
事
長
が
「
２
年
後
の
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
て
皆
様
の
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会

の
榊
原
滋
高
主
幹
、
市
教
育
委
員
会
の
佐
野
忠
史
学
芸
員
に
よ
る
昨
年
の
調
査
報
告
の
後
、
日
本

歯
科
大
学
の
奈
良
貴
史
准
教
授
が
「
人
骨
が
語
る
縄
文
時
代
」
と
題
し
て
講
演
し
、
参
加
者
は
市

の
縄
文
遺
跡
へ
理
解
と
関
心
を
深
め
ま
し
た
。
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「
人
骨
が
語
る
縄
文
時
代
」

　
　

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

奈
良　

貴
史　

准
教
授

参加者が縄文文化への理解を深めたフォーラム

講演を熱心に聞き入る参加者 あいさつを述べる
野呂理事長



　

田
小
屋
野
貝
塚
は
亀
ヶ
岡
遺

跡
か
ら
北
へ
約
２
０
０
メ
ー
ト

ル
に
位
置
し
、
縄
文
時
代
前
期

か
ら
中
期
の
円
筒
土
器
文
化
期

（
約
５
５
０
０
〜
４
５
０
０
年

前
）
を
中
心
と
し
た
遺
跡
で
す
。

　

日
本
海
側
で
は
数
少
な
い
貝

塚
を
有
す
る
貴
重
な
集
落
遺
跡

で
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で

竪た
て
あ
な穴
住
居
、
土ど

杭こ
う

墓ぼ

、
貝
層
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
円

筒
土
器
、
ベ
ン
ケ
イ
ガ
イ
製
の

貝
輪
、
黒
曜
石
、
ク
ジ
ラ
の
骨

で
作
っ
た
骨
角
器
な
ど
多
数
出

土
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
は
竪
穴
住
居
跡

か
ら
人
骨
が
発
掘
さ
れ
、
見
つ

か
っ
た
人
骨
は
、
周
辺
の
ヤ
マ

ト
シ
ジ
ミ
の
貝
層
や
土
器
の
状

況
か
ら
縄
文
時
代
前
期
の
も
の

と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
を
通
し
て
、

田
小
屋
野
貝
塚
に
は
、
貝
層
や

遺
構
が
良
好
な
状
態
で
残
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
同
貝

塚
は
、
縄
文
時
代
前
期
の
環
境

や
生
業
、
生
産
活
動
、
交
易
を

知
る
う
え
で
重
要
な
遺
跡
で
あ

る
と
同
時
に
、「
北
海
道
・
北

東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡

群
」
を
説
明
す
る
た
め
に
は
欠

か
せ
な
い
遺
跡
だ
と
言
え
ま
す
。

　

縄
文
人
は
皮
革
等
を
な
め
す
の

に
奥
歯
を
道
具
と
し
て
使
っ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
女
性
は
奥

歯
が
非
常
に
す
り
減
っ
て
い
る
の

に
対
し
、（
成
人
前
後
に
生
え
る
）

「
親
知
ら
ず
」
は
す
り
減
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
20
歳
代
位

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
腿
骨
の
断
面
が
後
方

に
張
り
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

膝
の
曲
げ
伸
ば
し
に
よ
り
筋
肉
が

発
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
野
山
を
駆
け
回
っ

た
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
が
推
測

で
き
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
、
詳

し
い
状
況
が
わ
か
れ
ば
ま
た
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
史
跡
田
小
屋
野
貝
塚
の

　
　

 
構
造
と
縄
文
人
骨
」

　

 

つ
が
る
市
教
育
委
員
会

佐
野　

忠
史　

学
芸
員縄文住居展示資料館「カルコ」

開館時間　9:00～16:00
休館日　月曜日、祝日の翌日、年末年始
住　所　つがる市木造若緑59-1
電　話　42-6490

木造亀ケ岡考古資料室（縄文館内）
開館時間　9:00～16:00
休館日　月曜日、祝日の翌日、年末年始
住　所　つがる市木造館岡屏風山195
電　話　45-3450

森田歴史民俗資料館
開館時間　9:00～16:00
休館日　月・火・木・金曜日、年末年始
住　所　つがる市森田町森田月見野340-２
電　話　26-2201

定期観光バスツアーのコースにも含まれています。
詳しくは裏表紙をご覧ください。

縄文の歴史探訪
つがる市の歴史資料館

ベンケイガイ製貝輪と石製装飾品（右下）

人骨の発掘作業（平成24年8月29日）

観覧料（３館いずれも）
　大人200円、高校・大学100円
　小中学生50円(各団体割引有り)

縄文の歴史探訪縄文の歴史探訪
つがる市の歴史資料館




